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9 一 病人 の お 見 舞い に 関す る 礼儀 作法 


@ 病人 を 見 舞う こと の 徳 : 

















1 一 サウ バー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デア ッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 病 人 を 見 舞う 者 は 
、 (そこ か ら 帰 る まで ) ずっ と 天国 の 果樹 園 の 中 に ある 。」 (ムスリム の 伝 
承 )) 









































2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
還 の 

に 病人 を 見 舞う か 、 あ る い は 同胞 を 訪問 する 者 に は 、1 人 の 天使 が こう 呼 
導電 (現世 と 来世 に 半量 の D に 
う 。 ま た あな た の 歩み が よい も の で あり ます よう 。 そ し て あな た が 天国 に 居 
を 場 と る こと が 出来 ます 9 う 。」I  」 (ッッ ラ ティ ルミ スイ ー ら イワ ビン シャ マ 
ー ジ ャ の 伝承 






































3 一 アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 、 こ う 言 う の を 聞き まし た : * 

ムスリム 同胞 を 見 舞う 者 は 、 (その 場 に 到着 し て ) 腰 を 下す まで 天国 の 果樹 
園 の 中 に ある 。 そ し て 腰 を 下 せ ば 、 慈 悲 に よっ て 包み 込ま れる 。 そ れ で も し 
それ が 朝 の こと で あれ ば 、70000 の 天使 が 夜 ま で 彼 の 罪 の 赦し を 請 お う 。 そ し 
て も し それ が 夜 の こと で あれ ば 、70000 の 天使 が 朝 ま で 彼 の 罪 の 赦し を 請う で 
めのう 。'′ | (アブ プー ダー ルー ド と イア シッ マー ジャ の 信吉 り 
























































@ 病人 を 見 舞う こと の 法 的 見 解 : 














アル テバ ラー ッ ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ イィ ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 た ち 
【C7 つ (の こと ) を 命じ 、 ま た 7 つ (の こと ) を 禁じ られ まし た : 彼 は 私 た ち 
に 葬儀 に 参列 する こと と 、 病 人 を 見 舞う こと 、 招 待 を 受け 入れ る こと 、 不 正 
を 被っ て いる 者 を 助け る こと 、 奪 約 を 遵守 する こと 、 挨 拶 を 返す こと 、 く し 
Go の を し だ 者 に "ヤル ハム カッ ラー ビッ テー が あな た を 親しま れる よう ) 
” と 言う こと を 命じ まし た 。 そ し て 銀 の 器 と 金 の 指 輸 、 絹 、 錦 、 絹 で 縫 む われ 
た 衣服 、 金 科 を 禁じ まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 


























@ 試練 に 遭っ て いる 者 を 目 に し た 時 に 言う こと : 





1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2568) 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (2009) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (1633) 、 ス ナ 





ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1443) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1184) 。 文章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の 
も の 。 

3 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3098) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2655) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (1442) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1⑪83) 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 


4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1239) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2066) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : * 試練 に 遭 
っ て いる 者 を 見 て 「 あ な た に 降り か か っ た 災難 か ら 私 を 守っ て 下さ っ た 、 そ 
し て 私 を か れ が 創造 され た ( 他 の ) 多く の も の より 尊 ん で 下さ っ た アッ ラー 
に 称え あれ 」 と 言う 者 は 、 彼 が 被っ て いる その 試練 か ら 免 れる で あろ う 。" 
」 (アッ テニ タバ ラー ニー の 伝承 
























































@ お 見 舞い に 訪問 し た 者 が 座る 位置 : 





























イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 病人 を 見 舞っ た 際 に は 、 (横たわっ て 
いる ) その 者 の 頭 の 辺り に 座っ た も の で し た 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 








@ お 見 舞い の 際 に 病人 の た め に 祈る 言葉 : 














1 一 イブ ン ・ ア デア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ま だ 人 息 を 引き 取 
っ て いな い 病 人 を 見 舞い 、 彼 の も と で :" この 上 な く 僅 大 な アッ ラー、 佑 大 
な 玉座 の 主 に 、 あ な た を 癒し て 下さ いま す よ うお 願い し ます "と 7 回 唱え る な 
ら ば 、 00 が 彼 を その 病 か ら 癒 し て 下さ ら な いこ と は な い 。」 (アブ ー 
・ ダ ー ウ ー ド と アッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 り ) 




































































リー デジ ドッ ラー ブン ィ ア ムル ( 彼 司 に アッ ラー の ご 満悦 あ れ ) に よれ 
ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 病 人 の 
お 見 舞い に 来 た ら 、 こ う 言 う の だ :" アッ ラー よ 、 あ な た の し も べべ が あな た 
の た め に 敵 を 討ち も 、 あ る い は あな た の た め に か サラ ー (礼拝 ) へ と 赴く こと が 
来る よう 、 癒 し て 下さ い 。"′」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アフ マ ド の 伝承 ) 


















































3 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 病人 を 見 舞う か 、 あ る い は 病人 
が 彼 の も と に 連れ て 来 ら れ た 時 、 こ う 言 っ た も の で し た : 「 人 間 の 主 よ 、 ( 
彼 か ら ) 災厄 を 取り 除い て 下さ い 。 ( 彼 を ) 癒し て 下さ い 。 あ な た こそ が 癒 
され る お 方 で あり 、 あ な た の 癒し の 他 に 癒し は あり ませ ん 。 ( 彼 を ) いか な 
る 病 も 残さ な いよ うな 癒し で も っ て (癒し て 下さ い ) 。」 (アル テ ブ ハー リ 
ー と ムスリム の 伝承 ") 













































































真正 な 伝承 。、 ア ッ ニ タバ ラー ニー の 「 ア ル テ ア ウサ ト 」 ⑯320) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (2737 

) 参照 。 
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真正 な 伝承 。 ア ルー テ ブ ハー リー の 「 ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」 (546) 、「 サ ヒー フ ・ ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ 
ム フ ラ ド 」 (416) 。 

真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 3106) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2663) 、 ス ナン ・ 

アッ テテ ィ ル ミズ ィ イー (2083) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1698) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (107) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2664) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (6600) 。 ア ッ テ ニス イル スィ イ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー へ ハ (1365) 参照 。 

》 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5675) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2191) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


2 

















4 一 イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
5 院生 (に どこ りら の あり の 
舞う 時 に は 、 こ 2 う 言い まし た : " 大 き な 問 題 で は な い 。 ア ッ ラ ー が お 望み で 
ある な ら 、 (あな た の 罪 と いう 生れ が この 病 に よっ て ) 清め られ る よう に "。 
* 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ") 


























@ 試練 の 恐れ が な けれ ば 、 女 性 が 男性 を 見 舞う こと : 














で MI 人生 ボウ クー の ら 清 憶 あ 4 良い まま したら リア デッラ クー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が マデ ィ ー ナ 入り し た 時 、 ア ブ 
ー・ バ クル と ビラ ー ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 熱病 に 冒 さ れ ま し 
た 。 そ れ で 私 は 後 ら の と ころ へ 行き 、 言 いま し た :* お 父さん 、 具 合 は いか 
が で すか ? ビ ラー ル 、 具 合 は いか が で すか ?" - 中 略 - そ し て アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 来 た 時 、 私 は その こと に 
の つい で 話 じ まし た 。 する と 、 (アッ ラー の 使 舗 は ) 言い まし た ィ " アッ ラー よ 

、 私 た ちの マデ ィ ー ナ へ の 愛 慕 の 念 を 、 マ ッ カ に 対す る 私 た ちの 愛 慕 の 念 か 
それ 以上 | ほ 天 きき が や の と し でき デッラ ー ポ 、 マデ ディーナ を 信 し 、 秒 た 
ちの ムッ だ と サー ア " に 祝福 を お 与え 下さ い 。 そ し て マデ ィ ー ナ の 熱病 を 、 
デクレ テン アン デン "まで 追い や うつ て 下さ きい 。 "(プア ルー ア ヘー リー と みえ ス う 9 
ム の 伝承 ") 

























































































@ 非 ム スリ ム を 見 舞う こと : 














アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言っ て いま す : 「 ユ ダ ヤ 教 徒 の 小 
間 使い の 少年 が 1 人 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 仕え て 
いま し た が 、 (ある 時 ) 彼 は 病 に 置 さ れ ま し た 。 軸 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 を 見 舞い 、 彼 の 頭 の 近く に MSF す - ど で と うう 骨 M ま 
じ 之 "イス ラー ム を 受け 入れ よ 。" する と 少年 は 、 ぞ こ に 居合 わせ で い 守 
錠 和 0 (の DE ニワ アル テカ ー 
スイ ィ イム (の 言う こと ) に 従え 。" そし て (少年 は ) イス ラーム を 受け 入れ ま 
し た 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は そこ を 後に する と 、 
こう 言い まし た : * 彼 を 地獄 か ら 救 われ た アッ ラー に こそ 、 全 て の 賞 替 は あ 
れ 。′ 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ") 





























































































































@ 病人 に 息 を 吹き か ける こと : 
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訳者 注 : 病 や 不幸 や 苦難 な ど は 、 ム スリ ム の 購 罪 と な り ま す 。 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ 
) は 言い まし た : 「 ム スリ ム に 降り か か る 災難 で 、 そ れ に よっ て 彼 の 罪 が 赦 さ れる こと に な ら な いも の は な い 。 例 
え そ れ が 1 本 の と げに よる 痛み だ っ た と し て も 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 。 

1 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3616) 。 

2 訳者 注 : 「 ム ッ ド 」 と は 両手 一 杯 分 に 相当 する 計量 単位 の こと を 指し 、1 サ ー ア の 4 分 の 1 に 当たり ます 。。 

13 






































訳者 注 : 「 サ ー ア 」 は マデ ィ ー ナ の 計量 単位 の 1 つ で 、 果 実 や 種子 、 尊 物 類 な ど に 用 いら れ ま す 。1 サ ー ア は 4 ムッ ド 
に 相当 し ます 。 
14 
訳者 注 : 「 ア ル テ ジ ュ フ ファ 」 は マデ ィ ー ナ の 南西 方 向 に ある 、 紅 海 沿岸 付近 の 町 の こと で す 。 当時 ユダ ヤ 教 徒 が 
住ん で いた と 言わ れ て いま す 。 

5 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5654) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1376) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1356) 。 
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アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 の 死に つなが っ た 病 に お いて 、 ア ルー ム ア 
ウ ウ ィ ザ ー ト "を 読ん で 自ら に 息 を 吹き か け て いま し た 。 そ し て 彼 が それ すら 
来 な い 位 に 困 信 し た 時 に は 、 私 が 代わ り に それ ら を 読ん で ( 彼 の 両手 に ) 
息 を 吹き 込み 、 そ し て 彼 の 祝福 深い 手 で も っ て ( 彼 の 体 を ) さす っ た の で す 
。 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 































































































@ 病人 に その 益 に な る こと を 教示 する こと : 








ーー 
に 








1 一 ウス マー シン ・ ブ ン ・ ア ビー・ ア ル テ ア ー ス ・ ア ッ テ サ カフ ィ ー ( 後 
アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は イス ラー ム 改 宗 以降 に 始ま っ た 体 の 
痛み を 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 訴え まし 
人 GA 
し た : 「 体 の 傷み が ある 部 分 に 手 を 置き 、" ビス ミッ ラー (アッ ラー の 御名 
に お いて ) "と 3 回 、 そ し て " 私 が 感じ 、 そ し て 警戒 する と ころ の 悪 に 対し 、 
アッ ラー と その ご 威力 に ご 加護 を 願い ます " と 7 回 言う の だ "。」 (ムスリム 
の 伝承 ") 


と 







































































2 一 イブ ン ・ ア ッ パ バー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 
者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 治 療 ( 法 ) に は 3 
つ あ る : 吸 玉 放 血 法 (カッ ピン グ ) と 蜂蜜 を 飲む こと 、 00 NR 
(焼き ご て に よる 治療 ) で ある 。 そ し て 私 は 私 の ウン マ (共同 体 ) に 、 焼 移 
を 禁じ る 。」 (アル テ ブ ハー リー と ょ ムスリム の 伝承 















































3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) に よれ ば 、 彼 は アッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし 
た : 「 黒 種 (ブラ ッ ク ・ ク ミン ) に は 、 死 以外 の 全て の 病 に 対す る 癒し が あ 














32 コジ リス リロ の 














トー ウジ ンジ ム ・ ゞ ラー フィ (彼女 に アッ テー の こ ご 清 悦 あ れ ) 付 言 いま じ た : ( 拓 
言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 潰瘍 や と げ (な ど に よる 刺し 
傷 ) を 負っ た 時 に は 、 必 ず そ こ に ヘン ナー“ を 塗っ た も の で し た 。」 (アッ = テ 
テイ ルミ ペイ ー と イア ンマ ターン ジャ の 偽 承 う 












































@ 病人 や 死者 の も と で 言う こと : 

















7 訳者 注 : クル アー ン の 最後 の 3 章 の こと 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ テニ ブ ハー リー (5735) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2192) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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訳者 注 : イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝え る 同様 の 伝承 で は 、「 手 」 を 「 右 手 」 と 明示 し 、 か つ ウ スマ ー ン が この 教示 の 実 
践 に よっ て 病状 を 回 復 し た こと の 言及 が あり ます 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2202) 。 

人 1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5681) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2205) 。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5688) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2215) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
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記者 注 : みそ は ぎ 科 の 植物 で 、 葉 か ら は 赤褐色 の 染料 が 抽出 され ます 。 白髪 染め や 女性 の 体 の 装飾 な ど に も 用 いら 
まお 8 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2054) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1676) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3502) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2821) 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 
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1 ウン SR サラ ヤマ  ( 備 友 に アデ メッ ラー の ざ ご 滴 代 あ れ ) 信 言 いま し た) 1 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :* 病人 
、 あ る い は 死者 の も と を 訪れ た 時 に は 、 よ いこ と “を 話す の だ 。 天 使 た ち は あ 
800E2 が の) の 0 と だ に 。 リグ と の の の あり まま つう) | と 千 う の た だ が ら 
2CG ア ジー マツ ラマ (つまり 公示 者 で ある ウン ヘッ が ラマ の 夫 ) が 記 
く な っ た 時 、 私 は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 赴 
まま 記 MO まし デン ンー の 全便 アーッ ジン の が に くり まし だ 。 

” する と 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 こ う 言 いま し た 

:” こう 言う の だ : 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 と 彼 の 罪 を お 表し 下さ い 。 そ し て 彼 の 
後に 、 私 に 更 な る よい も の を 引き 継い で お 与え 下さ い 。」′ こう し て アッ ラ 
ー は 、 私 に 彼 (アブ ー・ サ ラマ ) より も よい も の - 預言 者 ムハンマド ( 彼 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) - を ( 夫 と し て ) 与え て 下さ っ た の で す 。 
」 (ムスリム の 伝承 ) 
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が ー プ ルッ oo の マ 、( 修 多 IK デ アッラー の ご 清 選 あめ あれ) 島 言 いま し た 1 デ 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が アブ ー・ サ ラマ の と 
ころ に や っ て 来る と 、 彼 は 眼 を 開け た 状態 で ( 息 を 引き 取っ て ) いた の で 、 
彼 は その 眼 を 閉じ て や り ま し た 。・・・ - 中 略 - そし て (アッ ラー の 使徒 は 
か こう の 計 い まし だ っ アッ ラー よ 。、 デ グー サラ テマ を 履 ル だ まえ 。 そし て 導 
か れ た 者 た ちの 中 に お いて 彼 の 位階 を 上 げ て 下さ い 。 彼 の 後に 、 私 た ち 残 さ 
れ た 者 た ちの 中 に 彼 を 継ぐ 者 を お 与え 下さ い 。 万 有 の 主 よ 、 私 た ちと 彼 を お 
赦し 下さ い 。 彼 の た め に その 慕 を 広げ て 、 そ の 中 を お 照ら し 下さ い 。" 」 ( 
ムスリム の 伝承 ") 
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@ 履 和 人 に キス を する こと : 














イブ プン ・ ア ッ パ ー ス ( 後 ら に アデ ッ ラー の ご 満 憶 あ れ ) に よれ ば 、 ア プ ブー・ 
バク ル は 上 息 を 引き 取っ た 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 、 
キス を し まし た 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 


























趣 病人 に 対す る 魔 除 け : 














ーー 
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1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 家族 の 者 た ち に 魔 除 け を 行い 、 そ の 右手 
で (患部 を ) 撫で て こう 言っ た も の で し た : 「 ア ッ ラ ー よ 、 人 間 の 主 よ 。 ( 
彼 か ら ) 災厄 を 取り 除い て 下さ い 。 彼 を 癒し て 下さ い 。 あ な た こそ が 癒さ れ 
る お 方 で あや り 、 あ な た の 癒し の 他 に 癒し は あり ませ ん 。 ( 彼 を ) いか な る 病 
も 残さ な いよ うな 癒し で も っ て (癒し て 下さ い ) 。」 (アル テ ブ ハー リー と 
ムスリム の 伝承 9) 
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Mi 

訳者 注 : ここ で 言う 「 よ いこ と 」 と は 、 死 者 に 対し て の 彼 の た め の 和 祈願 や 、 彼 の た め に 罪 の 赦し を を うこ と で あっ 
た り 、 ま た 病人 に 対し て は その 他 い た わり の 言葉 を か けた り 、 気 分 を 和らげ て や ろう と 努め る こと 等 で ある と 言わ 
れ ま す (アン テニ ナ ワ ウィ ー 著 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 解 息 よ り ) 。 

% サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (919) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (920) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5709) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5743) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2101) 。 文章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

















2 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 魔 除 け の 中 で 、 こ う 言 っ 
た も の で し た : " アッ ラー の 御名 に お いて 。 (これ は ) 私 た ちの 土地 の 土 と 
、 私 た ちの 嘩 液 で す 。 私 た ちの 主 の お 許し で も っ て 、 私 た ちの 病人 は 癒さ れ 
ます 。”」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 















































人 差し 指 に 貴 を 付け 、 そ れ で 土 に 触れ 、 こ の が だ ゥ アー (祈願 ) を 唱え な が ら 
その 付着 物 で 患部 を 撫で ます 。 












































0ー プ アー バド サイード ( 修 に デア ッ ラー の こ ご 満 人 声 あれ ) に よれ ば 、 ジ デリ ー ル 
ガブ リエ ル ) が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と を 訪れ 
て こう 言い まし た : 「" ムハンマド よ 、 羊 いか ?" (預言 者 は ) 言い まし た 
ST kk (プチ リー ル ば ) 言い まし たと) デッラ ー の 件名 に お いで 2 あ 
な た を 害する 全て の も の に 対し 、 全 て の 悪 に 対し 、 あ る い は 始 み 深い アア イン" 
に 2 し 。 ああ た お が お寺 られ る こと を どり 9。、 デッラ ー が あな た を 尊し て ドド さる おま 
う 。 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 あ な た が 守ら れる こと を 名 う 。" 」 ( ふ ム スリ 
ム の 伝承 ) 




















@ 国 を 疫病 が っ た 時 に 、 ム スリ ム が 言う こと : 














ウサ ー マ ・ ブ ン ・ ザ イド (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " 
疫病 は イス ラ エ ル の 民 の 一 派 、 あ る い は あな た 方 以前 の 者 た ちら に 送ら れ た 和 
れ で ある 。 ゆえに どこ か で それ が 発生 し た と 耳 に し た ら 、 そ こ に 赴く の で は 
な い 。 そ し て あな た 方 が いる 場所 に それ が 発生 し た ら 、 そ こ か ら 逃 亡 し よう 
と し て 脱出 する の で は な い 。"” 」 (アル ニブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ") 















































0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5746) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2194) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
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訳者 注 : アイ ン ( 那 視 ) と は 、 始 みや 訂 望 な ど を も っ た 他人 の 視線 が 、 そ れ に よっ て 視線 を 受け た 者 に 災難 や 悪 
を も た ら す こと を 指し ます 。 ア イン は 視線 の 主 の 意図 と は 関係 な く 起こ り 得 ます 。 
3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2186) 。 
3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3473) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2218) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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